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The study is aimed to predict and extract local issues for residential districts on today’s population 
decreasing society. Rsearch method is grasped changes of residential zone and population dynamics, the 
change of the industry. As a result , residences, shops, barber shops and religious facilities remain after the 
existing village declines．In addition, corporate settlements continue to be maintained by the public. In 
prosperous Oshima , welfare facilities are relocated to convenient places after population decrease. Also, 
public housing and meeting places are still in places nevertheless are not convenient. 
 





年の 1 億 2,809 万 9 千人を境に減少し続け，人口減少
社会へ突入している。2016 年時点で 1 億 2,693 万人で
ある総人口は 2065 年には 8,808 万人（30％減）になる
と予測されている。また, 年齢別人口に着目すると，
65 歳以上の高齢者人口が年々増加しており，2016 年で






















調査し，3 地域の振興を詳述している 4）。 
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菱に買収され，1986 年の閉山まで経営が続いている 5）。 
 池島は 1630 年にキリスト宗徒迫害によって殉教者
がでており，その頃から居住者がいたとされる。炭鉱
操業以前は自給的農業と漁業が盛んで，北部の斜面と
海岸部に 80 数戸の集落が展開していた 6）。炭鉱は三井
系列の松島大島鉱業所が 1952 年に開発に着手し，1962
年に大島鉱業所から独立した池島鉱業所が池島の土地





たが，1935 年に採炭を再開し，1970 年まで操業した。 
 崎戸は紀元前から人が住んでいたと推測され，半農
半漁であった 10）。1907 年から九州炭鉱汽船の経営に










































図 2 対象地の人口動態 
図 3 対象地の出炭量 11,12） 
図 1 研究対象地 
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ク時の約 3 割で推移し，崎戸はピーク時の約 1 割まで






























る業績不振が続いたため，2012 年には 78 名の従業員

















































 図 4 対象地の産業別人口比率の変遷
注 2） 
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 図 5 対象地の変容過程 
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注1) 三井池島の出炭量は参考文献 11 における p7
のフラフから引用している。 
注2) 池島の 2005 年の数値は参考文献 4 における
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